


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会コンセプト 

 

１． ラグビー競技の健全な普及・発展 

２． タグラグビーやラグビーに対する正しい理解や技術向上 

３． 試合を通じて親睦交流を図る 

４． 観客、選手、家族、大会関係者すべてが楽しめる大会の実現 

５． 子どもたちの心身の健全な育成に寄与する 
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第１６回体文協杯北海道ジュニアラグビー選手権大会 

２０２２／７／３０～３１、８／６～７ 

主催： 一般財団法人 北海道体育文化協会 

北海道ラグビーフットボール協会札幌支部 

主管： 北海道ラグビーフットボール協会札幌支部普及育成委員会 
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第 1６回体文協杯北海道ジュニアラグビー選手権大会 

 

実 施 要 領 

目  的 大会実施によりラグビー競技の健全な普及・発展とタグラグビーやラグビーフットボー

ルに対する正しい理解や技術向上を図るとともに、子供の心身の健全な育成に寄与する

ことを目的とする。 

 

主  催 一般財団法人北海道体育文化協会 

北海道ラグビーフットボール協会札幌支部 

 

主  管 北海道ラグビーフットボール協会札幌支部普及育成委員会 

 

期  日 【小学生・幼児の部】 

２０２２年７月３０日（土） １１時３０分開会式 １２時ＫＯ（予定） 

２０２２年７月３１日（日） ９時開始～１４時３０分表彰式（予定） 

 

【中学生の部】 

２０２２年８月 ６日（土） １１時３０分開会式 １２時ＫＯ（予定） 

２０２２年８月 ７日（日） ９時開始～１４時３０分表彰式（予定） 

 

【小学４～６年生タグラグビーの部】 

２０２２年８月 ７日（日） ９時開始～１４時３０分表彰式（予定） 

 

会  場 野幌総合運動公園ラグビー場  〒069-0832 江別市西野幌４８１番地 

                     

競技規則 日本ラグビーフットボール協会 令和４年度改訂版のミニラグビー、ジュニア 

ラグビー、タグラグビーの競技規則による。なお、安全面に考慮し、特別競技 

規則を定める場合があり、その内容については当日、代表者会議で通知する。 

※低学年及び幼児カテゴリーは、タグラグビーを実施する。 

 

競技方法 タグ・ミニ・ジュニアそれぞれの参加申込みチーム数および選手人数により、後日         

   決定し、タイムスケジュール、事前周知事項と共に連絡する。 

    

参加資格 (1)２０２２年 4 月に小学校及び中学校に在学している生徒。但し、スクール生及び中学

校部活動生徒にあっては日本協会の登録規約に準じていること。また、二つのチーム

にまたがっての出場はできない。 

(2)参加選手は、各自もしくは各チームでスポーツ傷害保険に加入していること。 

(3)ミニラグビーは小学生で中学年・高学年の別、低学年はタグラグビー、ジュニアラグ

ビーは中学生（U15、U13）の各種別チームとする。 

  なお、未就学児については参加人数に応じてエキシビジョンマッチを行う。 

(4)小学４～６年生タグラグビーの部に、前週ミニラグビーに参加した選手及びチームも、

あらためて参加することができる。（参加料はタグの部として、別途頂戴します。） 

(5)参加チームは当該チームを指導掌握し、責任を負うことのできる成人が帯同している
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こと。 

(6)大会規定のチーム人数に満たなくても合同チームとして参加することができる。 但

し、合同チームは主催者側で決める。 

     (7)ジュニアラグビーの U15 の部選手は、原則として中学２年生以上とするが、チー   

ム責任者が体力や技術が十分でゲームに参加させても問題がないと判断した中学１

年生に限り、保護者の同意、各チームの責任において参加させてもよい。 

 

組 合 せ 参加チームおよび選手人数により、主催者側で決め、周知する。 

 

安全対策  ・医務員（医療従事者、セイフティーアシスタント等）を配置する。 

・大会中の傷害については、応急の医療処置は主管団体が施すが、事後処理はチーム  

及び保護者が行うものとし、主管団体は責めを負わない。 

・ウォーターブレイクを入れる場合がある。 

・メディカル用具は各チーム持参のこと。 

 

感染症対策 別途周知・指示を行う。 

 

表  彰 種別ごとに優勝、準優勝を表彰する。 

 

安全対策 ・大会運営側で本部に医療従事者を置き、怪我等の応急処置に努める。 

     ・大会中の傷害については、応急の医療処置は施すが、事後処理はチーム及び保護者 

      が行うものとする。 

     ・怪我予防の医療品は各チーム持参のこと。 
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